

















































































































































































































































































































＊ 拙稿は，学位論文“・oθa2&aawsPu0μ6s 7:於 YMIBπspt6ooυicaEザ
εtKOνorp吋＇＂~ a~aM~τoυ”（以下 MS. Pk. D.) (1987年12月アテネ大学）
のー 部に基づき， 1986年6月第10団地中海学会大会（三重大学）で口頭発
表された草稿を大幅に加筆修正したものである。
1) MS. Pk. D. W，特に 84-85。MS土器の要領のよい解説について，
P. P. Betancourt, The History of Mi銘O側 Pottery,Princeton, New 
Jersey, 1985, 140-145。
2) MS. Pk. D. 42-44及び A.Furumark, Myc側 M 仰 Pottery,A附 lysis
and Classification （以下 MP),Stockholm, 1941, 145-1480 
3) MS. Pk. D. 850 
4) 「背景のための基本単位」の用語について，向上85，そして蛸及びナフチ
ラスのシγタッグスの分析について， 拙稿「『マリ γ ・スタイル』土器の
起源一一『海中の構図』形成における『バロック風三枚葉状岩の画家』の
役割」，『西洋古典学研究』 39号（1991)（近刊）。
5) A. Evans, The Palace of Mi時OSat k時ossos（以下PM),vol. I , London, 
1927, 224, C. Davaras, G叫ilieto Cretan Antiq叫ities,New Jersey, 1976, 
193及び S.Hood, The Arts仰 PrehistoricGreece （以下APG),London, 
1978, 1430 MSへのプレスコ画からの影響が従来有力祝されてきた（例え
ば上記 Davaras）が，筆者の分析に従えば，その影響は皆無に近い。 MS









PMW, 650-652, fig. 635, Davaras，“Une ancre minoenne sacr己e？”，
Bulletin de Correspo刊da刊ceHellenique, ex (1980〕， 6167, figs. 3-5, 
D. McCaslin, Stone A刊ιhori叫 Antiquity,G凸teborg,1980, 33，五g.19,
H. G. Buchholz and V. Karageorghis, Prehistoric Greece and Cyprus, 
48-49, APG, 96，五g.76及び K.Petruso, Syste問sof Weight四 the
Bro1包zeAge Aegean, Ph. D. thesis, Indiana大学， 1978,69-71, 80 83 
と 181）は， LME期に年代付けられる （PMW, 560, Davaras，上掲
論文 61,Petruso，上掲書181,McCaslin，上掲書 33,PGC, 48；反対
について， APG,96〔LMI期〕）。これは， Evans以来ミノス王宮の
基準衡の重りとして見倣されてきたが，最近の研究は， これを奉納の
錨と見倣す説が有力である（H.Frost，“From Rope to Chain : on 
the Development of Anchors in the Mediterranean ”， Mar仰er's
Mirror, 49〔1963〕， 10,Buel血olz,Archaologi叫 W Anzeiger, 1974, 347, 
APG, 96“ri1じualanchor s’及び Davaras，上掲論文 66）。
② カト・ザクロス出土の黄金製冠（その図版について， S.Alexiou, 
N. P!aton and H. Guanella, Ancie刊tCrete, 1968, fig. 171 及び
N, I A6：τ印ν，ZaKpo官， -r6ufoνμω剖fro~ ＆νdκ-rpov, 'AO~να， 1974， εfκ5）は，
LM E期に年代付けられる （MS.Ph.D. 151，反論について， B.Kaiser, 
U刊tersuch叫刊gen抑制間伐oischenRelief 〔以下 UMRJ,50, Anm. llO 
〔MME期〕）。
① アルゴスのデンドラのトロス墓出土の黄金製カップ（その図版につい
て， A.Persson, The Royal Tombs at D側 dranear Midea, Stockholm, 
1931，扉と均.25及び R.Higgins, Minoan and Myι四 M 開 Art
〔MMA〕， London,1967，五gs.182 183）は，発掘者 Perssonによって
前1500年頃に年代付けられ，それは， Evansによって承認され （PMJI,
505, W, 310, n. 4），現在まで一部で支持される（Sp.Marinatos and 
M. Hirmer, Crete and Mycenae, London, 1960, 61, P. Warren, 
M間O仰 Stone Vases 〔以下 MSV〕， 176,J. T. Hooker, Myce叫aea刊
Greece, London, 1976, 65及び R.Laffineur, Les vases仰 metal
14 
precieux a l’epoque myceni問 ne,Gi:iteborg, 1977, 20-21；反論につい
て， MP,146, n. 7〔MMIII-LMI期〕）。 しかし， 他の多数の研究者
達は，それが発見されたトロス墓の年代をそれへ適用し，前15世紀末
あるいは前14世紀初期に年代付ける（H.Kantor，“The Aegean and 
the Orient in the Second M.illennium B. C.”， A刑 ericanJournal 
of Archaeology〔以下 AJA),51〔1947〕， 94〔LHIIIA), G. Mylonas, 
Myc仰 aeand the MycenaeaηAge, Princeton, 1960, 127 129〔ca.1460 
B. C.〕， E.T. Vermeule, Greece初 theBronze Age 〔以下 GEA),
Chicago, 1964, 133〔前15世紀後半〕， R.S. Smith, Interconneιtioηs 
in the Anc仰dNear East, New Haven and London, 1965, 76〔前
14世紀初期〕， E.Davis, The Vaphio CゆS 仰dAegea目 Gold仰d
Silver Ware, New York, 1977, 2767〔LHIIIAl期〕， APG,169〔LH
][ LHIIIA〕， MMA,147〔前1400年頃〕， UMR,63〔LME期〕そして
J. Hurwit，“The Dendra Octopus Cup and the Problem of Style 
in the 15th Century Aegean”， AJA 83〔1979〕， 426〔前1400年頃ー
前1375年頃〕）。
④ キプ戸ス， Pーリオン出土の青銅製アンフォラ状クラテノレの把手の円
形付着部（その図版について， M.Makrides，“A Mycenaean Bronze 
in the Cyprus Museum ”， A目nual of the British School at 
Athens〔以下 BSA〕， 18〔191112〕， pl.¥1[, H. W. Catling, Cypriot 
Bronze叩ork仰 theMycenaean World, Oxford, 1964, pl. 24及び
Karageorghis, Myceηaean Art fγom Cyprus, Nicosia, 1968, pl. 24) 
は， LHI B期に年代付けられる （MS.Ph. D. 154-155〕。 Evans
は， Makrides（上掲論文 97）及び J.L. Myres (H側 dbook of the 




較研究は， その発見された石室墓の年代（P.Dikaios, G叫：deto the 
Cyp仰S M削仰問， Nicosia, 1947, 33〔前1250年頃前1100年頃L
Catling，上掲書161〔前12世紀上半期〕， Karageorghis，上掲書30〔前
13世紀もしくは前12世紀〕及び UMR,76〔前13世紀後期前12世紀初
期〕）と共に LHIIIB期を指す（ジェニについて， UMR,74, Taf. 7-
h水差について，向上 7475, Taf. 10-13, 19の 5-6,MP，勾s.5-6, 
Catling，上掲書 pl.19）。
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⑤ グレタのアギア・トリアダのエリアHの礼拝所出土の床絵｛その図版
について， L.Banti：，“I culti minoici e greci di l:Iagia Triada 
(Creta〕ヘA仰叫ariodelta sc叫olaArcheologica di Atene〔以下ASAA〕，
19-21〔1941-43〕， 32,fig. 18〔蛸表現欠如〕， E.S. Hirsch, Painted 
Decoratio冊。叫幼eFlooグofBro帽zeAge Structures o時 Creteand the 
G何ekMainl側 d,Goteborg, 1977, pl. 1及び同“AnotherLook at 
Minoan and Mycenaean Interrelationships in Floor Decoration ”，









従うと，従来の Evansの編年体系は， MMIB期から MMIl B期に至る
時代を！日宮殿時代， そして MMIIIA期から LMIIIAl期に至る時代を新
宮殿時代に再編される。拙稿では，これら両編年体系を適宜使い分けるo
J!AaTWlJの編年体系について，“Chronologiede la C詑teet des Cyclades 
a l' Age du Bronze ”， Bericht iiber de時 γ.I＜世抑制抑制le四 Ko鈍gressfur 
Vorー叫，idFriihgeschichte, Hamburg, 1958, 6750 
8) 土器については， D;Levi，“Gli scavi a Festos nel 1956 e 1957ヘASAA
19-20 (1957 58), pl. XX Vbと同“Laconclusione degli scavi a Fest凸s"
ASAA 43一44(1965-66), pl. n b，それらの年代について， Walberg,A 
S仰の ofthe Character af Palatial Middle Mi抑制 Pottery,Upsala, 
1976, 69 (Classical Kamares期〔MME一MMIIIA〕及び EarlyKamares 
期〔MMI B-MMil A期〕）及び 125そして彼女の指摘について，向上 67,
fig. 480 
9) 頭は，正確には袋と呼ばれるが，拍稿では便宜上頭と呼ぶ。蛸の体の各部
の名称について， D’ArchyW. Thompson, A Glossaη of Greek Fishes, 
London, 1947, 204以下。
10) その図版について， R.$eager, The Cemetery of Pachya隅隅OS, C何 te,
Philodelphia, 1906, 21, pl. XII, no. Xl-b。その年代について MM E期
から LMI期への過渡期説と MME期説があるが，筆者は，その器形か
16 
ら判断して LMI A期に年代付ける。詳細については， MS.Ph. D. 119, 
町μ.3及び拙稿“プレ・マリン・スタイル段階の土器におけるイルカの図





12) その図版について， F.Matz und H. Biesantz, Corpus der minoische叩
伽 d悦ykenische叫 Siegel（以下 CMS),Berlin, 1964-, JI 1, Nr. 1110 
13) UMR, 510 
14) その図版について， CMSJI 5, Nr. 3030 
15) その図版について，向上 Nr.301, 302及び 312そして同 VJLNr. 219，そ
してそれぞれの年代について， UMR, Taf. 50 Kaiserは， これらのうち
2作例（Nr.301及び 219）の左側の 2本の連結した触腕に注目し， これ
が J.Wiesner （“Die Hochzeit des Polypus ”， Jahrbuch des deutsche四
Mιhaologisch伺 Instituts,7 4〔1959〕， 35以下）によって名付けられた「蛸
の結婚」と符合する輸を形成すると指摘する （UMR,52, Anm. 95）。
16) その図版について， PML五g.202-b及び AFG，五g.216 B。この印影は，
西庫群の北階段下の無土器の堆積中でヒエログリフ粘土板と共に発見され
た （PM!,272以下）。 Evansは， 遼巡後このデポジットを MMJIB期に
年代付けた（向上273）。しかし，その後の傾向は，より後期への年代付け
にある（Matz,H,仰 db叫chder Archiiologie, JI, 1954, 240, Anm. 12〔MM
E期〕及び J.Reich, "The Date of the Hieroglyphic Deposit at 
Knossos ”， AJA, 74〔1970〕， 406-408〔MMillA期〕）。 しかし， M. Gill 
（“The Knossos Sealings: Provenance and IdentificationヘBSA,60 
〔1965〕， 60）及び J.Boardman, Greek Gems and Finger R仇gs（以下
GGFR, London，〔1970〕， 34）が指摘するようにこのデポジットがこの印影
を含んでいたか否かが必らずしも確定的でない以上，様式上の基準から判
断されるのが賢明である。その結果， この印影は， MMil A期に年代付
けられる傾向とある (UMR, 52, V. Kenna, Cret仰 Seals 〔以下 cs〕，
Oxford, 1960, 37及び GGFR,34）。
17) その図版について， Seager,Excavations at the Islaηd of Mochlos, Crete, 
Boston-New York, 1912, 18, fig. 6, CS, 36, fig. 50, GGFR, 100, pl. 780 
土器を根拠とした印章の年代付けは， 一般的に受容されている (CS, 36, 
日VIR,52, GGFR, 100及び Buchholzet al., Jagd und Fisch／＜仰 g,
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る （CMSlX, Nr. IOD及び CS,no. 195）。
18) その図版について， G.Karo, Schachtgraber vo冊 Myk側 ai（以下 SG),
M也ichen,1930, 46, Nr. 18, Taf. 28及び APG,204, fig. 204-A，そして
竪穴墓Eの年代について， 0.Dickinson, The Origins of Myce帥師時
Civilization （以下 OMC),Goteborg, 1977, 510 Mu｝.仙台は，竪穴墓6基
を3分し，年代的序列を行った，つまり羽と I!. NとVそしてEとIの順
である（上記注 16－④.96）。これら円盤の服飾への使用について， APG,
205, OMC, 76及び R.Higgins, G何ek側 dRo例a叩 jewellery(GR]2), 
Berkely and Los Angeles, 19802, 69-70。円盤上の様々な文様の意味は不
明だが，その中の蝶は，人聞の魂を意味するかもしれないと考えられてい
る （PMil, 149-151, 154及び OMC，向上）。
19) その図版と記述について， SG,50, Taf. XXVJ, Nr. 39及び 400
20) そめ図版と記述について，向上 94,Taf. XLN, Nr. 386, APG, 203-204, 
五g.203-E及び GRJ2,269 270，そして竪穴墓Wの年代について，上記注
180 
21) その図版と記述について， SG,48-49, Taf. XXVJ!, Nr. 30 310 
22) Vermeule, The Art of the Shaft G叩 vesat Myc帥 ae（以下 ASGM),
Cincinnati, 1975, 34及び日WR,550 
23) クレタからの影響についで， GR]2,70, Hooker，上記注 6－③， 54そして
ASGM, 13-14 （北ヨ｝ロ yパ）， 14-15 （レヴァント）， 15-18 （アナトロア），
18-20 （エジプト）， 20-26 （これらの様式上の影響について）そして 28-51
（クレタとの関係について）。ギリシア本土の中期へラディック期の貧弱さ
について， OMC,76 77及び GEA,810 
24) GR]2, 59及び OMC,76。ミケナイの黄金円盤の制作地についてミケナイ
制作説が有力である （SG,50, Nr. 39, APG, 204，及び ASGM,34）。
25) . APG, ZOJ-204及び GRJ2,70。カット・アウトの服飾への使用について，
向上及び OMC,77。しかし， Nr.386は，縫着のための穴を持つが， Nr.
30 31が同種の穴を持っか否かは報告されていない （SG,94, 48-49）。カ
ット・アウトの意味を Dickinsonは，諸モチーフから判断して宗教的と示
唆する （OMC,51）。また，カット・アウトの制作地について，ミノス制作：
APG, 204及び ASGM,34；ミケナイ制作： SG,48, Nr. 30 31。
18 
26) OMC, 760 
27) その図版と記述について， MSV,88, P. 487，日¥/IR,Kat. Nr. Knossos 12 
及び Ch.Zervos, L’art de la Crete neolith叩teet minoe叫ne,Paris, 1956, 
pl. 514。また， リュトンの器形について， MSV,84, Type B2。TypeB2 
は， MS土器に相対器形を持つ（MS.Ph. D. 19）。
28）且！［SV,176。
29) UMR, 680 
30) その図版と記述について， PMJI 1, figs. 130と JI2, 307及び MSV,880 
リュトンの器形について， MSV,84, Type C，そして院鳥の卵形リュトン
の起源と発展について， PMJ[l，丑gs.128 129, 221-227, MP, 72及び MS.
Ph. D. 18と340
31) PM JI 2, 5020 
32) UMR, 58, abb. 1-b。この復元案は， Hoodに既に支持される （APG,fig. 
136）。
33) MSV, 88。「玉座の間」の従来の見解及び年代について， PMW, 901-9020 
そして最近の研究は，この聞の起源を MME期に湖らせ， Evansが主張
する LME期の改築ではないことを示す（S.Mirie，“Das Thronraumareal 
des Palastes von Knossos ”， Saarbrucker Beitrage z叫rAltertumsk叫四de,
26 (1979)' 61-750また，玉座の間を女神の顕現儀式の空間とする見解につ
いて， H.Reusch, "Zurn Wandschmuck des Thronsaales in Knossos ヘ
Minoica, Berlin, 1958, 334-358, Miri邑同上及び W.D. Niemeier，“Zur 
Deutung des ' Thronraumes’im Palast von Knossos ”， A then is ch側
Mitteilu叫gen,101 (1986), 63-950 
34) MS. Ph. D. 149及び UMR,77ー790
35) MSV, 1760 
36) クノッソス出土のリュトン片の図版と記述について， UMR,65, Kat. Nr. 




''Aνaaira¢oE ur仰νbMυ同νai官”， ＇A川町oλOrt同’Eゆr;µepE~. 1888，πJν． 
7 1, J. Sakellarakis，“Mycenaean Stone Vases ”， Studi micenei ed 
eg印刷atolici,17 (1976), pl. X[-3, Warren，“Minoan Stone Vases as 
Evidence for Minoan Foreign Connexions in the Aegean Late Bronze 
Age”， Proceed初gsof the Prehistoric Society, 33 (1967), pl. ＼唖 59
プレ・マリン・スタイル段階における蛸のモチーフ 19 
及び A.:Z. :Zaicz).J.apEoυ，orθaJ.aμmτoE T付。zτGν Mυmνwv,Paris, 1985, 
91-91 (A 2490), "iυ180従来の LMI B期への年代付けについて， Warren




MS. Ph. D. 148及び UMR,59と 1311320下部に表現された蛸は，下
向き頭と垂直軸左右対称によって特徴付けられる。これらは，アテネの古
代アゴラのミケナイ時代の石室墓百出土の LHIl[A期に年代付けられる
水差（S.Immerwahr, The Athe叫叫叫 Agora,vol. XIl, Princeton, 1971, 
187, pl. 39 17）の蛸表現に典型的に見られる新宮殿時代後期＝LHIIB/Ill
Al以降の蛸の特徴である。このリュトンの器形については，切VIR,64，そ
して出土地点石室墓第 26の決定的年代付けについて，同上 3338及び
“Zur Datierung von Kammergrab 26 in Mykeneぺ Diekretisch『
問ykenischeGlyptik叫ndihre gegen叩artige刊 Proble刑 e,Boppard, 1974, 
37 570 
37) UMR, 65-66及び MS.Ph. D. 1470 
38) Walberg，上記注5'56及び 140。
39) MSV, 171-1730 
40) MS土器の蛸とそのシンタックスについて， MS.Ph. D. 42-44及び拙稿
上記注4o
41) 宮殿を交易及び製産／制作の中心と見倣す立場について， R. Hagg and 
N. Marinatos, eds, The F仰叫io叩sof the Mino仰 Pαlaces,Stockholm, 1987, 
245 300所収の10論文，工房の宮殿への集中について， J.A. MacGillivray, 
“Pottery workshops and the old palaces in Crete”向上所収， 277
及び K.Branigan，“Craft specialization in Minoan Crete ”， M初oa叩
Society (0. Krzyszkowska and L. Nixon eds.), Bristol, 1983, 26～27, 
各工房間の相関関係について， MSV,16-8及び MacGilli、rray，上掲論文，
277及び未だ未確定の部分の多い職人の地位及び工房の認定に関する研究
について， D.Evely，“Minoan Craftsmen : Problems !of Recognition 
and Definition”， Problems仰 G何 ekPrehistory (E. B. French and K. A. 
Wardle eds.), Bristol, 1988, 397←415及び I.Tournavitou，“Towards 
an Identification of a Workshop Spaceヘ同上所収447-4670




















17, GGER, pl. 68) 
層8 ミケナイ竪穴基E出土の円
盤（本文注目， SG,Taf. 
28. Nr. 18) 




Taf. 44, Nr. 386) 
図11 マーブロ・スピーレオ出土 ~12 クノッソス出土の書官鳥卵型リ
の梨型リュトン断片（本文 ュトン断片 AFG,fig. 136) 
注 27MSV, p. 487) 
土 器 SD 章 金属浮彫 石製浮彫
前宮殿時代 ＇~ 旧宮殿時代 ＇~ ＇~ 新宮殿時代初期 DO~日 マ阿




横組 2 4貰 図12 天地逆向き
